


















































よってのみ客観的な妥当性をもつ」 (『純粋理性批判 Kritik der reinen 
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のである。丈六・八尺もまたわがある時として経過した。だが、それも彼





















































































































































































か つ ぱ つ ぱ つ ち
なる、これ有時なり (事のありようの活潑々地






















































































れ ichlose Ströme である原初的現在 urtümliche Gegenwart に触れる自我で
あり、先反省的に現在を体験する。ところで、ここで問うべきは原初的現
在において現出する素材についてである。そもそもそれは現実的素材なの
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フッサールは『相互主観性の現象学』で自我の性格として先自我の他に
































然の領域に至ることはできず、たとえ自我 (性 )の無い自我 ichloses Ich を想
定したにしても、作用を遂行する哲学的反省を欠くことはできず、「私」の
なかで対象が現実的「現在」の俎上に載ることはない。対象を眼前に置き、
























































土社、1973、88 頁 -91 頁 )２８。無を強調すると無を実体として捉えることに












































みすず書房、東京、 1985 年、78 頁 )と述べている。ここで語られているこ
とは無我の思想のようではあり、さらに、「存在について言われていること
と、無について言われていることとは一体をなすにすぎず、それは同じ思




































































典的な二分法をのりこえることができる」(『知覚の現象学 Ⅰ』、286 頁 )と述
べられている。言葉は統辞の体系である言語 langage としての側面を持つ
が、経験的な側面もあり、まだ定式化されていない意味が外部に向けて表
























































































１  auffassen は「統一的に把握する」の意。  
２  フッサールは Das Moment  der ursprunglichen Zei tstelle ist  natürlich nichts  fur  

















に志向される」ような志向性によって示した (Hua.ⅩⅤ,S.595)。  
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６  『フッサール 起源への哲学』、 284 頁  
７  「空といい無自性といっても、ともに「縁起」を意味しているのであるから、・・・
あらゆる事象を建設し成立させるものである」(中村元著『ナーガルジュナ』人
類の知的遺産  13、講談社、東京、1989 年、P.195)。無自性






９  カントの場合、正しくは物でなく「現象」である。  









己理解の徹底的な拒絶」 (新田義弘著『現象学』岩波全書、東京、1980,74 頁 )で
ある。  
１２  対象の定立もしくは綜合を可能にするのは意識流 Bewußtseinsstrom のなかで
自由な自発性を持つ産出の根源源泉としての純粋自我の働きによる。純粋自我
は「任意の „自らの ”諸体験から始めて、以前、以後、同時という三つの次元を
経めぐることができる」 (Hua.Ⅲ,1,Martinus Nijhoff,Den Haag,1976, S.185)。純粋
自我は時間全体を俯瞰する。  
１３  三面八臂とは、仏像に三つの頭と八つの腕があるをいう (増谷文雄氏注釈 )  






(鎌田茂雄『正法眼蔵随聞記講話』、月刊ペン社、 1981、 31 頁 )  
１６  自我と対象の分裂は意識と物の分裂である。では、自我が身体それ自体とな
るとき認識論における時差の問題は解消されるのだろうか。そうした問いに関










ヴァ書房、京都、2002 年、151 頁 )。自覚は最終的にはその意識そのものも失わ
れる (同書、381 頁 )と述べられているが、その深化発展が常に「自覚」という意
志行為とともにあったことは否定できないように思われる。  























であり、あるいは山河大地のすがたのことである。 (『現代語訳  正法眼蔵 第







嶋資夫『華厳経』大東出版社、東京、 1978 より )  
２３  三界とは欲界、色界 (欲を離れた清らかな世界 )、無色界 (精神世界 )のことで、
三界唯心とは、三界で起こるあらゆる現象は、ただ一心から現われ出たもので、
すべての存在はただ心によってのみ存在しているということ (中村 元『佛教語
大辞典』東京書籍、 1994 年による )。  
２４  連合 Assoziatiom とは覚起するものとそれによって覚起されるものの綜合。









性 が 世 界 を 持 つ に い た る 超 越 論 的 素 材 の 原 成 素 で あ り (E.Husserls 
Phänomenologie der Inst inkte,Kluwer,Netherlands,1993 ,S.99-100)、「既に露見して
い な い 本 能 志 向 性 に よ る 構 成 的 産 物 schon ein konsti tutives  Produkt  der 









２７身体 Leib は自然のなかで生気づけられた物 Ding として与えられ、その動きに
よ っ て 与 え ら れ る 運 動 性 の 感 覚 で あ る キ ネ ス テ ー ゼ の 体 系 が 築 か れ る
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(Vgl .Hua.Ⅸ,Phänomenologische Psychologie,S.197 ,222,391,Hua.ⅩⅤ,S.277ff.)。移動








２９  「私がそれを肉と呼ぶのは、・・・したがってそれは絶対に対 -象ではないとい
うこと・・・」  
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